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自ら家庭の省エネに取り組む家庭を「エコファミリー」として県が登録し、家庭の省エ

ネ行動に役立つ情報を広く提供するキャンペーンを実施するとともに、電力需要期に登録

世帯を対象に「我が家の節電の取り組み」を募集し、その内容を広く県民に周知するため

県ホームページで紹介しました。 

・対� � 象� � 県内希望世帯 

・登録世帯数� 4,577世帯 

「我が家の節電の取り組み」応募数�  夏季（７月～９月）�  54件 

冬季（12月～２月）  63件 

 

 

みかん搾汁残さを原料とするバイオエタノール製造実証施設を用いて、バイオエタノー

ルを約 41ℓ製造し、バイオエタノール３％混合ガソリンを製造し、農林水産研究所の農業

機械等で利用するとともに、花き栽培温室用の加温ボイラで混合燃焼試験を実施するなど、

バイオエタノールの農林水産分野での用途拡大を図りました。 

 

 

�

（財）愛媛県廃棄物処理センターでは、平成 ��年に全国で初めて環境大臣の無害化処理

認定を受け、主に低濃度ＰＣＢ汚染絶縁油の処理を開始しています。しかし、低濃度ＰＣ

Ｂ汚染廃電気機器等の全体を処理するには、絶縁油を抜いた後の機器（容器及び鉄芯・コ

イル等の内部構造物）についても安全かつ確実に処理する必要があることから、平成 ��

年度にこの処理に必要な加熱分離炉を、新たに整備しました。�

� この施設が平成 ��年 �月に環境大臣の無害化処理認定を取得したことで、遅れていた全

国の抜油後の低濃度ＰＣＢ汚染廃電気機器等の処理も大きく前進することとなります。�

�

加熱分離炉� � 加熱分離炉で処理後の変圧器（トランス）

� �

� �

エコチャレえひめサポート ����事業

バイオエタノール燃料用途検証事業�

低濃度ＰＣＢ廃棄物処理施設の大臣認定
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�

�

�

事業所所在地� 愛媛県新居浜市磯浦町 ���	��

施設供用開始時期� 平成 ��年１月�

（微量 
��汚染廃電気機器等は、平成 ��年６月）�

（� 〃（絶縁油抜油後の機器）は、平成 ��年 月）�

処理方式� ロータリーキルン式焼却溶融炉（２炉）�

ローラーコンベア式連続炉方式加熱炉（１炉）【新設】�

処理対象物�

（Ｈ��年 月現在）�

一般廃棄物・産業廃棄物�

焼却灰、有機汚泥、廃プラスチック、感染性廃棄物、廃油等

低濃度ＰＣＢ廃棄物�

○廃ＰＣＢ等（低濃度 
��汚染絶縁油及び処理物）�

○低濃度ＰＣＢ汚染物及び処理物（紙くず、木くず、廃プラ

スチック、金属くず、繊維くず、陶磁器くず、汚泥）�

○低濃度ＰＣＢ汚染物（変圧器類、蓄電器類、小型電気機器、

ドラム缶）�

� （財）愛媛県廃棄物処理センター� ��������������������������������

�

�

�

エコツーリズムは、豊かな自然を体験し学ぶ観光のあり方であり、自然環境の保全と利

用促進の両立を図る有効な手段として注目されていますが、本県の自然の豊かさを代表す

る石鎚山系でのエコツーリズムの定着を目指し、様々な取組みを行っています。 

○石鎚山系エコツーリズム推進協議会の設立 

エコツーリズムに関する普及啓発や情報発信、人材育成などの取組みを進めるため、

平成 25 年４月に様々な関係団体（県、地元市町、金融機関、エコツアー団体、山岳関

係者、観光事業者等）で構成する標記協議会を設立しました。 

○ワークショップ「旅づくり塾」の開催及びエコツアー商品の造成 

前述の協議会会員に加え、宿泊施設の関係者等も参加して、様々な立場からの意見を

出し合い、昨年度（平成 24 年度）に作成したモデルツアーコースを地域に根付いた旅

行商品としてブラッシュアップし、４コースのエコツアー商品を作り上げました。 

○プロモーション活動及びモニターエコツアーの実施 

� 大手旅行雑誌社のＷｅｂページ等での募集や日本旅行業協会の大規模イベント（ＪＡ

ＴＡ旅博 2013）にブース出展しての商品のプロモーション活動を展開しました。 

今後は、モニターツアー客へのアンケート分析を実施し、更なる改良につなげ本県で

のエコツーリズムの定着を目指します。 

 

 

 

石鎚山系でのエコツーリズムの推進�
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�

石鎚山のトイレは、自然放流式や地下浸透式など昔ながらのトイレであり、環境保全や

観光振興の点から改善を望む声が多く寄せられていたことから、石鎚山の自然環境を保持

し、その魅力を全国発信し続けていくため、環境配慮型トイレの設置に向けた検討を行い

ました。 

○基礎調査の実施 

トイレ整備の基礎資料として活用するため、登山者カウンターと気象観測装置を設置

し、登山者数や気象データを収集しました。 

○「石鎚山クリーンアップ推進連絡会」の開催 

県、森林管理署、地元市町、石鎚神社、山岳関係者等で構成する標記連絡会を開催し、

トイレ建設地や維持管理体制等について協議を重ね、概ね合意を得ました。 

今後は、トイレ整備に着手するとともに、石鎚山クリーンアップキャンペーン等を通じ、

受益者負担への理解促進や利用者の意識啓発に努め、みんなに愛される「石鎚にふさわし

い環境配慮型トイレ」の整備を進めます。 

 

�

�

中国四国では初めて平成 ��年 ��月に策定した「生物多様性えひめ戦略」に基づき、平

成 �年４月に設立した生物多様性センターと連携して、レッドデータブック改訂調査等、

県内に生息する野生動植物等の調査を行ったほか、アライグマなどの特定外来生物やカワ

ウソの目撃情報を広く県民に求めるチラシを配布するなど

して効果的な調査・捕獲のための情報収集を積極的に行い

ました。�

このほか、「内なる生物多様性」を守り伝え発展していく

ため、身近な暮らしの中にある生物多様性をテーマにした

県民参加型のワークショップ（計 �回）を県内各地で開

催しました。 

�

 

石鎚山への環境配慮型トイレの設置に向けた検討�

生物多様性えひめ戦略推進事業�

 4 


